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車検の

車の総合病院・レッカー24時間

留萌店

②

◎
㈱
堀
口
組　

堀
口
亘
氏
の
後
任
に
堀

口
哲
志
氏
＝
写
真
＝
が
就
任
し
、
臨
時

議
員
総
会
に
て
常
議
員
に
選
任
さ
れ
た
。

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

　

第
二
二
八
回
臨
時
議
員
総
会
は
、
九

月
十
一
日
㈫
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
塚

本
壽
三
郎
会
頭
他
五
十
七
名（
内
委
任

状
三
十
五
名
）
が
出
席
し
、
留
萌
産
業

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会

開
催
に
先
立
ち
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
全
員

で
黙
祷
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
塚
本
会

頭
が「
先
の
地
震
と
そ
の
後
の
停
電
に

よ
る
被
害
は
、
他
の
地
域
ほ
ど
大
き
く

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
程

北
海
道
庁
よ
り
節
電
の
要
請
が
来
て
お

り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
来

る
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
会
頭
が

議
長
に
就
き
議
事
に
入
っ
た
。
な
お
議

事
は
、全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
（ 

協
議
事
項 

）

▽
第
一
号　

常
議
員
一
名
の
選
任
に
つ

い
て

　
（ 

報
告
事
項 

）

▽
第
一
号　

第
五
十
九
回
留
萌
商
工
会

議
所
会
員
大
会
に
つ
い
て
▽
第
二
号　

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
に
つ
い
て
▽

第
三
号　

参
与
の
異
動
に
つ
い
て
▽
第

四
号　

官
公
庁
等
へ
の
要
望
活
動
の
報

告
に
つ
い
て
▽
第
五
号　

ベ
ト
ナ
ム
人

研
修
生
の
日
本
語
学
習
会
の
報
告
に
つ

い
て
▽
第
六
号　

第
六
十
八
回
全
道
商

工
会
議
所
大
会
の
報
告
に
つ
い
て
▽
第

七
号　

第
二
十
九
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

ま
つ
り
の
報
告
に
つ
い
て
▽
第
八
号　

第
三
回
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ

留
萌
商
工
会
議
所

　

第
二
二
八
回 

臨
時
議
員
総
会

ラ
リ
ー
の
報
告
に
つ
い
て
▽
第
九
号　

第
三
十
五
回
留
萌
商
工
会
議
所
交
通
安

全
総
決
起
大
会
の
報
告
に
つ
い
て
▽
第

十
号　

外
部
監
査（
四
月
～
六
月
）
の

報
告
に
つ
い
て　

他
六
件

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
の
ご
案
内

　

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
を
実

施
致
し
ま
す
の
で
該
当
す
る
従
業
員

の
方
々
の
ご
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
勤
続
年
数　

本
年
九
月
三
十
日
現

在
同
一
事
業
所
に
十
年
・
二
十
年
・

三
十
年
・
三
十
五
年
・
四
十
年
以
上

勤
務
さ
れ
て
い
る
従
業
員
。

▽
表
彰
は　

十
年･

二
十
年
以
上
は

当
所
よ
り
各
事
業
所
に
賞
状
と
記
念

品
を
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
事
業
所

よ
り
渡
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
三
十
年
・
三
十
五
年
・

四
十
年
以
上
は
十
一
月
二
十
二
日
㈭

午
前
十
一
時
よ
り
当
所
に
於
い
て
表

彰
式
を
開
催
致
し
ま
す
。

▽
申
込
締
切 

十
月
二
十
二
日
㈪
ま

で※
詳
細
は
当
所
業
務
課
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。（
℡
四
二

－

二
〇
五
八
）

　

九
月
十
一
日
㈫
臨
時
議
員
総
会
終
了

後
の
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
、
塚
本
壽

三
郎
会
頭
と
当
所
六
部
会
の
部
会
長
、

五
委
員
会
の
正
副
委
員
長
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
関
野
政
人
副
会
頭
他

十
一
名
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
会
議
所
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
次
の
四

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

▽
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
つ
い
て
▽
道
の
駅
に
つ

い
て
▽
市
役
所
等
公
共
施
設
の
更
新
に

つ
い
て
▽
産
業
会
館
の
更
新
に
つ
い
て

塚
本
会
頭
は
、「
留
萌
市
の
今
後
に
と
っ

て
ど
れ
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
会
員

企
業
及
び
経
済
界
を
代
表
し
て
意
見
や

提
案
が
出
来
る
よ
う
会
議
所
運
営
に
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
。

　

各
部
会
長
、
正
副
委
員
長
ら
と
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を

行
っ
た
。

会
頭
と
部
会
長
・
正
副
委
員
長
と
の
懇
談
会
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③

　

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
第
四
回
る
も
い
ワ
ン
コ

イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
九

月
十
五
日
㈯
、
各
参
加
店
の
開
店
時
間

か
ら
午
後
三
時
ま
で
行
わ
れ
、
百
円
、

五
百
円
の
お
得
な
ワ
ン
コ
イ
ン
商
品
を

目
当
て
に
多
く
の
住
民
が
商
店
街
に
集

ま
り
お
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。

　

本
事
業
は
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

等
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
に
賑

わ
い
を
創
出
し
、
商
店
街
へ
の
関
心
度

や
購
買
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
今
年
で
四
回
目
の
開
催
と
な
り
、

衣
料
品
店
や
食
品
販
売
店
、
時
計
・
眼

鏡
店
等
四
十
一
店
舗
が
参
加
し
、
自
店

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ワ
ン
コ
イ
ン
商
品

を
販
売
し
、
開
店
三
十
分
前
に
は
す
で

に
十
人
ほ
ど
が
並
ん
で
い
た
小
売
店
も

あ
る
な
ど
、
市
民
ら
は
参
加
店
の
サ
ー

ビ
ス
に
大
喜
び
し
、
商
店
街
は
食
品
や

衣
料
品
な
ど
を
購
入
し
た
り
、
食
事
を

す
る
市
民
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
お
店
を
知
っ
て
も
ら

う
事
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行

わ
れ
、
参
加
店
で
お
買
い
物
を
し
て
ス

タ
ン
プ
を
三
個
集
め
る
と
一
回
抽
選
、

五
個
集
め
る
と
二
回
抽
選
で
き
、
商
店

街
の
商
品
券
等
が
あ
た
る
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
前
回
を
上
回
る

百
七
十
四
名
が
完
走
し
、
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
参
加
者
は
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
に
一

喜
一
憂
し
て
い
た
。

　
第
四
回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　

商
店
街
の「
あ
の
店
」「
こ
の
店
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
得
な
商
品
が
ワ
ン
さ
か
！

大好評

　 第６３２号（毎月 1回発行） か　い　ぎ　し　ょ　News 平成３０年１０月１５日



④

人
材
育
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
「
生
産
性
の
向
上
と
人
材
の
定
着
と
は
」
開
催

　

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
人
材
育
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
生
産
性
の
向
上
と
人
材
の
育
成
と
は
」

が
九
月
三
日
㈪
午
後
三
時
か
ら
留
萌
産

業
会
館
で
開
催
さ
れ
二
十
一
名
が
参
加

し
た
。

　

講
師
に
は
、
㈱
Ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｌ
ｅ
代
表

取
締
役
の
中
村
成
博
氏
を
招
き
、
日
本

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
勤
務
時
代
に
「
都
内
で

最
も
時
給
が
低
く
、
最
も
離
職
率
の
低

い
店
舗
」
を
作
り
そ
の
手
法
を
評
価
さ

れ
た
事
例
を
用
い
て
、
人
材
の
定
着
・

育
成
に
は
、
相
手
を
理
解
し
創
意
工
夫

代表取締役 居原田　隆　夫

　〒077-0028 留萌市花園町3丁目5番18号
 Tel 0164-43-3737　Fax0164-43-4102

誠実・信頼・英知・安全　堀口企業グループ

す
る
こ
と
が
重
要
。
人
材
育
成
で
は

ハ
ー
ト
コ
ン
タ
ク
ト
が
重
要
で
自
分
の

心
臓
を
相
手
に
向
け
て
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
り
目
だ
け
で
は
な
く
体
を
向
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
で
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
魅
力
的
な
リ
ー
ダ
ー
に
は
部

下
が
「
何
か
を
し
な
き
ゃ
」
と
思
う
の

で
は
な
く
「
期
待
に
応
え
た
い
、
認
め

ら
れ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
人
を
大
切
に
す
る

会
社
は
生
き
残
れ
る
と
説
明
し
た
。

▽
１
日　

商
店
街
環
境
美
化
ご
み
・
ゼ

ロ
運
動
▽
３
日　

正
副
会
頭
会
議
・
人

材
育
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー
▽
５
日　

留
萌

税
務
署
、留
萌
警
察
署
へ
要
望
書
提
出
・

総
務
運
営
委
員
会
▽
10
日　

観
光
お
も

て
な
し
委
員
会
▽
11
日　

第
二
二
八
回

臨
時
議
員
総
会
・
会
頭
と
部
会
長
、
正

業
務
日
誌

９

月

▽
経
営
一
般　

四
十
件　

▽
金
融　

十

九
件　

▽
税
務　

二
件
▽
労
働　

十
三

件　

▽
環
境　

二
件　

▽
計
七
十
六
件

相
談
件
数

９

月

副
委
員
長
と
の
懇
談
会
▽
15
日　

第
四

回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
▽
21
日　

旗
の
波
運
動

第
六
十
一
回

　
交
通
安
全
旗
の
波
運
動
を
実
施

　

当
所
で
は
、
全
国
秋
の
交
通
安
全

運
動
の
一
環
と
し
て
九
月
二
十
一
日
㈮

午
後
四
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
の

三
十
分
間
、
交
通
安

全
旗
の
波
運
動
を
留

萌
市
・
留
萌
市
交
通

安
全
協
会
な
ど
の
関

係
機
関
の
協
力
と
留

萌
市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
の
協
賛
で
、

交
通
量
の
最
も
多
い

国
道
二
三
一
号
線
の

本
町
十
字
街
交
差
点
か
ら
神
社
下
交
差

点
ま
で
の
区
間
で
実
施
し
た
。

　

こ
の
旗
の
波
運
動
は
、
商
店
街
を
通

る
車
輌
や
市
民
に
交
通
事
故
防
止
と
交

通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
啓
発
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る

も
の
で
、
こ
の
運
動
に
は
各

官
庁
、
奉
仕
団
体
と
各
商

店
街
振
興
組
合
の
役
員
や

組
合
員
・
塚
本
会
頭
の
他

当
所
役
議
員
、
中
西
留
萌

市
長
・
菊
地
警
察
署
長
の

他
交
通
安
全
関
係
者
合
わ

せ
て
約
三
百
五
十
名
が
参

加
し
た
。　

参
加
者
は
黄
色

い
交
通
安
全
旗
を
持
っ
て
市
民
や
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
た
。

◎手形交換・不渡

◎預　金

◎貸　出

交　　換　　高 不　渡　実　績

留萌金融協会

枚　数 交 換 金 額 枚　数 不 渡 金 額

８月 ２８８枚 ５２６百万円 ０ ０千円

当座預金 普通預金等 定期預金 その他 総　額

（単位：百万円）

８月 ３,２９４ ４８,５７６ ６６,３３７ ７５７ １１８,９６４

割引手形 手形貸付 当座貸越 その他 総　額

（単位：百万円）

８月 ２３８ ３,２０４ ４４,９５６ ５３,９７４５,５７６

８月留萌港入出貨物

【積荷合計 ４隻】
　・トド松丸太　　　１隻 　１，４００㎥
　・トドカラ松丸太　２隻 　２，４４４㎥
　・小　麦　　　　　　　　１隻 　１，５００Ｋ/Ｔ

【揚荷合計２４隻】

　・石　炭　　４隻 ９３，２４４Ｋ/Ｔ
　・セメント　５隻 １５，４６９Ｋ/Ｔ
　・塩　　　　３隻 　２，７８４Ｋ/Ｔ
　・油（内航） 12隻 ４０，０８５Ｋ/Ｌ

北海道胆振東部地震
　特別相談窓口の設置について
　当所では平成３０年９月６日の地震に

より経営に影響を受けている中小企業者

等の経営及び金融相談に対応するため、

特別相談窓口を設置いたしました。

　資金調達や経営活動に支障をきたしお

困りの方はお気軽にご相談下さい。

北海道胆振東部地震被害状況に
関するアンケートご協力のお願い

　当所では会員事業様に北海道胆振東部

地震被害状況調査票を送付し、被害状況

の調査を行っておりますのでご協力いた

だきますようお願い致します。

※調査票返信先【FAX】0164-43-8322 まで

設置場所：留萌商工会議所中小企業相談所
　　　　　TEL0164－42－2058
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⑤

消
費
税
増
税
と
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

① 

消
費
税
増
税
の
影
響

　

平
成
三
十
一
年
十
月
よ
り
消
費
税
率

が
10
％
に
増
税
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て

最
も
多
い
の
が
「
個
人
消
費
の
減
少
」

36
・
0
％
、
次
い
で
「
利
益
の
減
少
」

が
24
・
6
％
、「
売
上
の
減
少
」
が

23
・
2
％
、「
影
響
は
特
に
な
い
」
が

13
・
2
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
軽
減
税
率
制
度
導
入
へ
の
懸
念
材
料

　
「
酒
類
及
び
外
食
を
除
く
飲
食
料
品
」

等
に
つ
い
て
は
消
費
税
率
８
％
と
な
る

軽
減
税
率
制
度
（
複
数
税
率
）
に
つ
い

て
の
懸
念
材
料
で
最
も
多
い
の
が
「
繁

雑
な
経
理
処
理
」
が
24
・
5
％
、「
事

務
負
担
の
増
加
」
が
18
・
9
％
、「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
変
更
や
新
規
購
入
」
が

6
・
9
％
、「
レ
ジ
な
ど
の
新
た
な
設

備
投
資
」
が
5
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

③
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

　

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
発
注

シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
を
補
助
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
は
、「
知
ら
な
い
」
が

57
・
5
％
、「
知
っ
て
い
る
」
が
25
・

6
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
費
税
の
増
税
と
軽
減
税
率
制
度
の

導
入
を
控
え
、
繁
雑
な
経
理
処
理
や
レ

ジ
の
入
替
等
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
中
、

制
度
の
知
識
不
足
や
準
備
の
遅
れ
が
危

惧
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
承
継
に
つ
い
て

①
経
営
者
の
年
齢
（
何
代
目
）

　

経
営
者
の
平
均
年
齢
は
全
業
種
で
は

57
・
7
歳
と
な
り
、
業
種
別
に
み
る
と

建
設
業
58
・
8
歳
、
製
造
業
59
・
3
歳
、

運
輸
業
60
・
2
歳
、
卸
売
業
53
・
4
歳
、

小
売
業
59
・
2
歳
、
飲
食
業
43
・
0
歳
、

サ
ー
ビ
ス
業
55
・
9
歳
、
金
融
・
保
険

業
56
・
0
歳
、
宿
泊
業
56
・
0
歳
、
そ

現
在
最
も
苦
慮
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題

　

現
在
最
も
苦
慮
し
て
い
る
経
営
上
の

問
題
で
最
も
多
い
の
が
「
売
上
減
少
」

と
「
人
材
育
成
」
の
12
・
9
％
、
次
い

で
「
経
費
の
増
加
」
と
「
人
手
不
足
」

の
11
・
0
％
、
消
費
需
要
の
停
滞
が

9
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
の

最
も
多
い
課
題
を
み
る
と
建
設
業
で
は

「
人
手
不
足
」
が
18
・
4
％
、
製
造
業

で
は
「
原
材
料
・
仕
入
価
格
上
昇
」
が

15
・
6
%
、
運
輸
業
で
は
「
経
費
の

増
加
」
が
21
・
2
％
、卸
売
業
で
は
「
消

費
需
要
の
停
滞
が
17
・
4
％
、
小
売
業

で
も
「
消
費
需
要
の
停
滞
」
が
18
・
7
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
「
人
材
育
成
」
が

16
・
0
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

の
他
55
・
4
歳
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

何
代
目
の
経
営
者
か
に
つ
い
て
は
、
２

代
目
が
最
も
多
く
38
・
5
％
、
次
い
で

１
代
目
が
30
・
8
％
、
３
代
目
が
18
・

9
％
、
４
代
目
が
5
・
6
％
、
５
代
目

が
4
・
2
％
と
な
っ
て
い
る
。

② 

事
業
承
継
に
つ
い
て
の
考
え

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
の
考
え
に
つ
い

て
は
「
事
業
承
継
の
予
定
は
な
い
」
が

41
・
8
％
、
次
い
で
「
で
き
れ
ば
承
継

し
た
い
」
が
34
・
0
％
、「
ぜ
ひ
承
継

し
た
い
」
が
24
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
。

③ 

後
継
者
の
状
況

　

後
継
者
の
状
況
に
つ
い
て
、「
決
ま
っ

て
い
な
い
」が
最
も
多
く
71
・
2
％
、「
決

ま
っ
て
い
る
」
が
25
・
8
％
、「
後
継

者
を
探
し
て
い
る
」が
3
・
0
％
と
な
っ

て
い
る
。

④ 

後
継
者
は
ど
な
た
で
す
か

　

後
継
者
は
ど
な
た
か
に
つ
い
て
、「
子

供
」が
最
も
多
く
71
・
0
％
、次
い
で「
親

族
以
外
の
役
員
・
従
業
員
」
が
16
・
1
％
、

「
兄
弟
・
姉
妹
」が
9
・
7
％
、「
社
外
か

ら
の
登
用
」が
3
・
2
％
と
な
っ
て
い
る
。

景気動向及び事業継承
に関する調査結果【後編】

平成 30 年度

～　調　査　概　要　～
調査期間：平成 30 年 6 月 15 日～ 7 月 20 日
調査方法：当所会員事業所に調査票を送付し回答は返信用
　　　　　封筒・FAX にて返信いただいた。
配布件数：594 事業所
回 答 数：160 事業所（回答率 26.93％）

⑤ 

事
業
承
継
へ
の
取
組

　

事
業
承
継
へ
の
取
組
に
つ
い
て
「
何

も
取
り
組
ん
で
い
な
い
」
が
最
も
多
く

65
・
9
％
、
次
い
で
「
近
々
取
り
組
む

予
定
」
が
21
・
2
％
、「
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
が
12
・
9
％
と
な
っ

て
い
る
。

⑥ 

後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
理
由

　

後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
理
由
に

つ
い
て「
自
分
が
若
く
代
表
を
続
け
る
」

が
最
も
多
く
31
・
5
％
、
次
い
で
「
後

継
者
が
ま
だ
若
い
」「
廃
業
す
る
た
め
」

が
20
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、「
廃

業
す
る
た
め
」
と
答
え
た
理
由
に
つ
い

て
、「
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
地

域
に
需
要
・
発
展
性
が
な
い
」
が
最
も

多
く
23
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
事
業
承
継
の
関
心
事
に
つ
い
て

　

事
業
承
継
の
関
心
事
に
つ
い
て
「
後

継
者
の
教
育
・
育
成
」
が
最
も
多
く

36
・
2
％
、
次
い
で
「
後
継
者
の
選
定
」

20
・
9
％
、「
事
業
承
継
に
必
要
な
資

金
調
達
」「
事
業
譲
渡
（
Ｍ
＆
Ａ
）」
が

10
・
2
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事

業
譲
渡
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
手

段
・
手
続
き
の
知
識
が
乏
し
い
」
が
最

も
多
く
37
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
専
門
家
へ
の
相
談
を
希
望
す

る
考
え
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、「
希

望
す
る
・
時
期
が
来
た
ら
希
望
す
る
」

を
併
せ
る
と
43
・
8
％
の
方
が
希
望
す

る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
昨
年
調
査
の

「
相
談
し
た
い
」
7
・
3
％
と
比
較
し

て
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
事
業
承
継

へ
の
関
心
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
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⑥

　

今
年
の
夏
も
七
月
中
旬
か
ら
始

ま
っ
た
旭
川
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

三
十
八
名
、
網
走
南
ヶ
丘
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
五
十
五
名
、
旭
川
商
業
高

等
学
校
吹
奏
楽
局
八
十
九
名
、
初
め

て
留
萌
で
合
宿
を
行
っ
た
札
幌
新
陽

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
二
十
五
名
と
た

く
さ
ん
の
地
域
外
か
ら
の
子
供
た
ち

が
留
萌
を
訪
れ
、
音
楽
合
宿
を
通
し

技
術
の
面
も
そ
う
で
す
が
、
心
の
成

長
し
た
姿
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
行
政
、
関
係
諸
団
体
、
町
内
会
、

各
企
業
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
、
地
域

経
済
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
、
公
共
施
設
の
利
活
用
を
柱
に
掲

げ
る
こ
の
音
楽
合
宿
、
北
海
道
最
大

の
「
音
楽
合
宿
の
マ
チ
」
留
萌
へ
の

事
業
説
明
会
の
場
を
設
け
て
下
さ
っ

た
、
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
留

萌
開
発
建
設
部
様
、
萌
え
る
天
北
オ

ロ
ロ
ン
ル
ー
ト
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
で
五
年
目
を
迎
え
る
事
業
で
は
あ

り
ま
す
が
、
留
萌
青
年
会
議
所
と
い

た
し
ま
し
て
も
今
後
、
更
に
留
萌
の

マ
チ
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ス

の
効
果
が
あ
る
の
か
を
し
っ
か
り
検

証
し
、
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
今
後
も
ご
指
導
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　

留
萌
青
年
会
議
所

　
　
　
　

直
前
理
事
長　

谷　

龍
嗣

№161

　

北
海
道
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

道
北
協
議
会
（
留
萌
・
滝
川
・
砂
川
・

上
砂
川
・
赤
平
・
名
寄
・
稚
内
）
の
研

修
事
業
が
、
九
月
十
五
日
㈯
留
萌
商
工

会
議
所
青
年
部
（
森
田
明
靖
会
長
）
主

管
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
総
勢
三
十
七
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

研
修
事
業
の
前
に
協
議
会
が
行
わ

れ
、
道
青
連
か
ら
の
報
告
や
、
平
成

三
十
一
年
度
道
北
協
議
会
の
会
長
・
副

会
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
協
議
さ
れ
た
。

　

研
修
事
業
で
は
、「
高
規
格
道
路
」・

「
水
産
加
工
場
」
の
二
班
に
分
か
れ
、

北
海
道
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　
　
　
道
北
協
議
会
研
修
事
業
「
留
萌
体
験
交
流
研
修
会
」を
実
施

高
規
格
道
路
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
開

通
に
む
け
留
萌
市
内
で
工
事
中
の
高
規

格
道
路
を
歩
き
、
物
流
の
変
化
を
感
じ

る
事
を
目
的
に
、
水
産
加
工
場
に
つ
い

て
は
、
塩
数
の
子
の
生
産
日
本
一
で
あ

る
留
萌
の
産
業
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　

研
修
事
業
終
了
後
は
、
海
の
ふ
る
さ

と
館
に
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ
道
北
協

議
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
各
単
会
活

動
報
告
会
が
実
施
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
で
交
流
を
深
め
た
。

　

当
所
青
年
部（
森
田
明
靖
会
長
）
経

営
力
向
上
委
員
会（
村
上
茂
委
員
長
）

主
管
に
よ
る
事
業
例
会「
あ
ら
ゆ
る
ビ

ジ
ネ
ス
で
生
か
せ
る
！
会
計
知
識
を
学

ぶ
会
」
が
八
月
三
十
日
㈭
午
後
七
時
か

ら
留
萌
産
業
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
二
十
二
名
が
参

加
し
た
。

　

本
事
業
例
会
は
、
財
務
諸
表
に
関
す

る
知
識
や
分
析
を
通
し
て
、
財
務
諸
表

か
ら
経
営
状
態
を
把
握
す
る
重
要
性
を

学
ぶ
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、
留
萌
信
用
金
庫
あ
た
ご

支
店
支
店
長
で
中
小
企
業
診
断
士
の
山

西
宏
彰
さ
ん
が
講
師
を
努
め
、
前
半
は

企
業
の
財
政
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例
会

　
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
生
か
せ
る
！
会
計
知
識
を
学
ぶ
会

る
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
）、

経
営
成
績
が
分
か
る
損
益
計
算
書
、
資

金
の
出
入
り
が
見
ら
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
計
算
書
を
そ
れ
ぞ
れ
構
成
す
る

資
産
、
負
債
、
資
本
や
主
な
勘
定
科
目
、

収
益
と
費
用
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
、

後
半
か
ら
は
、
実
際
の
企
業
が
公
開
し

て
い
る
連
結
財
務
諸
表
を
使
っ
て
経
営

状
態
を
分
析

し
、
会
員
は

財
務
諸
表
を

読
み
解
く
ポ

イ
ン
ト
な
ど

の
知
識
を
深

め
た
。

有限会社　北海道新聞　東原販売所

れ
が
友
人
・
知
人
に
募
集
を
行
っ
た

こ
と
で
、
多
く
の
参
加
者
が
募
り
、

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
り
半
年
と
な
る
今
年
度
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

新
し
い
何
か
を
考
え
実
行
に
移
さ
な

け
れ
ば
、
後
退
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
委
員
会
で
で
き
る
こ
と
は
様
々

で
す
。
青
年
部
の
活
動
を
ど
れ
だ
け

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
盛

上
げ
て
い
く
か
を
ま
ず
は
目
標
と
し

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
一
度
自
分
の
考
え
を
見
直
し
、

残
り
半
年
を
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
一

丸
と
な
っ
て
行
動
し
ま
す
。

　
　
　

P
R
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

渡
辺　

真
司

　

気
づ
け
ば
、
商
工
会
議
所
青
年
部

入
会
三
年
目
と
な
り
、
今
年
度
は
委

員
長
と
い
う
大
役
も
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
委
員
会
で
は
、
呑
涛
祭
り
の

あ
ん
ど
ん
運
行
と
広
報
活
動
が
主
な

事
業
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
呑
涛
祭
り
あ

ん
ど
ん
運
行
で
は
、
各
委
員
長
の
声

掛
け
も
あ
り
準
備
段
階
か
ら
多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
力
を
か
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
般
参
加
者
募
集
で
も
そ
れ
ぞ

№７４
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鈴木水産株式会社
代表取締役社長　鈴　木　博　英

北海道留萌市瀬越町35の2　TEL0164-43-6419「やん衆造り」は鈴木水産株式会社の登録商標です。

⑦

生産性向上特別措置法に伴う導入促進基本計画についてNo.

留萌市は生産性向上特別措置法に基づく導入促進基本計画を策定し国の同意を得ました。

先端設備等導入計画のイメージ図

経済産業大臣
【導入促進指針の策定】

留　萌　市
【導入促進基本計画の策定】

【支援措置】

認定経営革新等支援機関
申請事業者

（中小企業等※）

先端設備等導入計画

同意協議

認定

事前確認
（必要）

申請

▶生産性を高めるための設備を取得した場合、固定資産税の

　軽減措置により税制面からの支援（課税標準を 3年間ゼロ）

▶計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援（信用保証）

▶認定事業者に対する補助金における優先採択

　（審査時の加点）

対象補助金
「ものづくり・サービス補助金」、「持続化補助金」、
「サポイン補助金」、「IT補助金」

例：商工会議所、商工会、中央会、
　　地域金融機関、士業等の専門家　等

問い合せ 留萌市役所 経済港湾課経済振興係（留萌市幸町1丁目）TEL0164-42-1840 FAX0164-42-4273

※中小企業法上の中小企業が対象。
詳しくは留萌市ホームページをご覧下さい。

企
業
　 

情
報

　
　
　
中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

徳

商 工 会 議 所 の 推 薦 で
無担保・無保証人融資
が 受 け ら れ ま す

マル経資金のご案内

マル経資金
●運転・設備資金ともに2,000万円以内

●返済は運転資金７年以内

●設備資金10年以内

●融資対象

金利1.11％→

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所

の経営指導を受けている企業で、従業員が20

人以下（商業・サービス業は 5 人以下）の個

人又は法人で税金を完納している方。

★お問い合わせについては指導課まで
　　　　　　　　　　　  TEL４２－２０５８

経営     知識豆 No.７２

必ずチェック　最低賃金！
使用者も、労働者も〔

〔

北海道最低賃金

８３５円最低賃金  時間額

　北海道内で事業を営む使用者及びその

事業場で働くすべての労働者（臨時、

パートタイマー、アルバイト等を含む）に

適用される北海道最低賃金が次のとおり

改定されました。

効力発生年月日　平成30年10月1日

厚生労働省

北海道労働局

労働基準監督署（支署）
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補聴器を試してみませんか？
最新補聴器、無料貸出し体験 実施中！

リオネット補聴器

補聴器用電池補聴器用電池

快適な聞こえを目指して
機能を充実

快適な聞こえを目指して
機能を充実

⑧

　

代
表
取
締
役
の

折
居
巧
氏
は
旭
川

市
出
身
。

　

土
木
関
係
の
仕

事
を
経
て
、
平
成

十
二
年
に
㈲
衛
生

公
社
に
入
社
し
、

平
成
二
十
八
年
七

月
に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

㈲
衛
生
公
社
は
昭
和
四
十
三
年
に
創
業
し
、
家
庭
排

水
・
工
場
排
水
の
配
管
づ
ま
り
の
洗
浄
及
び
清
掃
や
汚
泥

処
理
、
一
般
ご
み
・
産
業
ご
み
の
収
集
運
搬
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
豊
か
な
環
境
を

未
来
に
継
承
す
る
為
、
社
会
が
求
め
る
も
の
を
提
供
し

続
け
、
地
球
環
境
の
保
護
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
冬
期
間
を
迎
え
ま
す
が
除
排
雪
に
つ

い
て
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

Q&Aコーナー
商工会議所について毎月お答えします。

商工会議所

業務効率化のため設備投資を
考えているのですが何かよい
制度はありませんか？

留萌市の先端設備等導入計
画を策定してはどうですか。

計画を策定するとどういっ
た支援が受けられますか？

留萌市に計画が認定される

と固定資産税の減免等支援

措置が受けられます。詳しく

はかいぎしょＮｅｗｓ10月

号 7ページをご覧ください。

No.69 会 員紹介コーナー

留萌市沖見町 3 丁目 132-2

ＴＥＬ ０１６４－４２－１７２７

営業時間　午前７時３０分～

　　　　　午後４時３０分

定 休 日　日曜日

代表取締役

折　居　　巧 氏

    有限会社 衛生公社
「 豊かな環境を未来に継承する為、社会が求める
ものを提供し続け、地球環境の保護に努めます。 」

◆会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 TEL42-2058までお問合せ下さい。

わが社のフレッシュ

株式会社 イクルミ重機

飛　島　颯　斗　さん
は や と

留萌市出身・18 歳

自分のＰＲポイント
　PRポイントは手先が器
用なところで、取得して
いる資格はガス溶接、アー
ク溶接、3級技能士、大特、
車両系建設機械など
現在の担当業務
　重機の運転業務

現在の課題
　冬の除雪担当になったのでしっかり仕事を覚えて行
きたい
今後の目標
　自社に貢献できる人材になること
留萌の好きな所、好きなもの
　好きな場所は、千望台と海が好きなので港

11
月
８
日
㈭　
「
一
日
公
庫
」
金
融
相
談
会
開
催
! !
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

10 月・11 月
留萌商工会議所及び市内行事予定

１０月１８日

１０月２４日

１０月２５日

１０月２７日

１０月２９日

１０月３１日

１１月　１日

１１月　９日

１１月１８日

◆

◆

●

●

●

●

◆

●

●

北海学園大学「開発特別講座」

郷土学習講座「大昔の留萌」

消費税軽減税率制度説明会

第５回るもいワンコイン商店街スタンプラリー

役議員研修会「働き方改革」

留萌商工会議所青年部 臨時会員総会

北海学園大学「開発特別講座」

第５９回留萌商工会議所会員大会＆会員交流会

第１５０回日商簿記検定

●…商工会議所関連行事　◆…市内行事

※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

第12回

平成30年
午後5時開場
10月 26日金

●場　所

電話：011－261－5151
札幌市中央区北1条西2丁目

SAPPORO すみれホテル

●ふるさと留萌交流会
懇親会費

名寄市立大学　保健福祉学部看護学科
　教授　土屋陽子 氏

「わかっちゃいるけど止められない」
　　　　　　を支援することを専門として

5,000円【  　　　　】
講 演 会 午後5時30分

演題

講師

申込先 留萌市役所　地域振興部　政策調整課
〒077-8601　留萌市幸町1丁目11番地

TEL 0164-42-1809　FAX0164-43-8778
e-mail : kikaku@e-rumoi.jp

札幌留萌の会（留萌を愛する応援団の集い）

午後6時20分
大抽選会・物産直売会

　ふるさと留萌を懐かしみ、思い出話に触れながら、参加者同士
での交流により楽しい時間をお過ごし下さい。

●日　時
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